研修出張様式５

研修報告書
	所　　属　　診療課　　　職　種　医師　　　　氏　名　中野　友子

	期　　間　　平成26年6月12日～平成26年6月13日　　（2日間）

	出張目的　　第29回日本老年精神医学会参加

	出 張 先　　日本教育会館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）

	・シンポジウム「認知症の神経心理学」
　言語障害、遂行機能障害等について、認知症の病型ごとの特徴や責任部位等の発表と、症例の動画の供覧があった。実臨床で逐次これらの症状を評価していくことは難しいが、学術的には非常に興味深い内容であった。
・ランチョンセミナー「症候学からみた認知症の理解」
　我々は日常診療において、患者及び周囲からの訴えや観察をもとに、さまざまな認知症の症状、所見から認知症を診断・治療しているが、それについて熊本大学大学院生命科学研究部神経精神医学分野の池田学先生が動画を交えながら解説し、理解を深めることができた。
・「簡易な神経所見のとり方実践講座」
神経内科医の講義のあと、グループに分かれて神経内科医の指導の下で神経所見の診察について実践をしながらコツを教わった。短時間で簡単にできるものが多く、今後の臨床場面で取り入れていきたい。
・シンポジウム「老年期うつ病の臨床」
　老年期うつ病に特徴的な身体症状や睡眠障害について、特に疼痛を認める症例が多く、そのために睡眠が障害されている場合がある。また、薬物治療上、老年期で特に配慮すべきことについて、脂溶性薬剤は血中濃度が低下する一方で半減期は延長して薬物の作用が遷延すること、プラセボが効きやすいこと、再発予防は若年者よりも長く行う必要性があることなどを学んだ。高齢者にも麻酔下のパルス波ECTは、適切に施行された場合の効果と安全性を示すエビデンスは海外にて多いものの、国内では十分に浸透していない現状をふまえ、適切な施行についての解説があった。当院でもパルス波ECTが取り入れられれば適切に施行して症状改善を図っていきたい。また、高齢者への認知行動療法について、1回のセッションを短くして繰り返す、図などの視覚的アプローチを取り入れるなどのコツを学んだ。
・ランチョンセミナー「特発性正常圧水頭症の診療最前線」
　特発性正常圧水頭症の疫学、最新の診断ガイドラインや治療法について、大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室の数井裕光先生、及び、京都府立医科大学大学院医学研究科地域保健医療疫学の栗山長門先生が、画像所見や手術方法、薬物療法等を含めて解説した。劇的に改善しうる認知症であり、日常診療で適切に診断して治療を判断していく重要性を認識した。
・シンポジウム「老年精神医療と非定型抗精神病薬」
　認知症周辺症状について非薬物的介入に十分反応しない場合、やむをえず適応外使用になるが非定型抗精神病薬が使用されている。その実際について、死亡率については服用群と非服用群で有意差がみられないかった研究がある一方で、1.54倍の死亡率となった研究もある。肺炎の合併は投与開始から30日以内が多く、特に最初の7日間は肺炎の他にも脳血管障害や骨折のリスクが高い。リスクとベネフィットを十分に考慮、説明して使用を検討する必要がある。
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